































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































繍職 卿 蝿 灘
を阻止し、多数独裁の体制を確保しようとする計画も進めている。このようなときに議会の民主主義を守るたたかい
はＹ特に重要な意義をもつ」とは明らかである。その場合、公然たる政治闘争の場である選挙や、国会の演壇は、支
配層が民主主義を破り、軍国主義と反動を強化している事実を、国民に訴えるための重要な場となるのである。こう
して、院外のあらゆるかたちの大衆の統一行動が組織されるならば、これは、院内の闘争にも、さらに力を与え、自
民党の暴挙を抑制する機能を果すであろう。．
しかし、国会は今日の安保体制のもとでは、反動的支配の重要な機構の一つではあるが、その最高のものではな
い。だから民主勢力のすべての闘争を議会闘争に限定したり、議会闘争を最高の決定的な、その他すべての闘争形態
を支配するものと考えるならば、それは正しくはないであろう。より重要なことは、職場や地域の中に真の革新政党
の組織をｐくりあげ、労働者階級を中心とする強固な統一戦線の組織をはりめぐらすことである。このような実際の
大衆行動の組織を基礎として、多数の支持を獲得し、国会の議席を拡大していくことが必要である。しかし、すでに
のべたように米日支配層は革新勢力が議会で安定した過半数をとることを妨害する、多くの手段をその掌中にして
いるのである。このような困難を認識し、それを克服していくだけの力量をそなえる着実な努力も、必要なのである。
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